
2024年1１月５日・８日、川崎市あんしんセンター生活支援員研修（３６名参加）で会長の小野が講師を務めました。

【内容・目標】

日常生活自立支援事業に対応する職員様に、主にインターネット・
スマホ利用に関わる「障害者の消費行動と生活トラブル」について、
消費者教育の現状と実践への理解を深めていただく。
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受講者
の感想

「消費者白書」の内容・データから、障害者等の契約トラブルの傾
向と知的障害者の金銭管理のポイントについて解説しました。

講師が検討メンバーとして関わった消費者庁や東京都のスライド
教材や動画教材を紹介した後に、グループごとに事例を変え、
ワークショップ形式で検討・共有していただきました。

・キャッシュレス決済が多くなってきているので、タイミングよく学ぶことができた。
・お金に関していろいろな Web サイトがあるのを知り、見てみようと思った。
・障害者の消費における問題、トラブル等具体的に例題があっての勉強になった。
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